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有 川 光 造 さん（日用町）
■石川県森林組合連合会相談役

農
業
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
た
い

　東
田
さ
ん
は
高
校
生
だ
っ
た
当
時
、
加
賀
三
湖
干
拓
事

業
の
話
を
聞
き
、
そ
こ
で
大
規
模
農
業
を
経
営
す
る
こ
と

を
志
し
ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
今
江
潟
干
拓
地
最
初
期
の

入
植
が
決
ま
り「
選
ん
で
も
ら
え
た
か
ら
に
は
恩
返
し
を
し

た
い
」と
、一
心
に
農
業
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。入
植
当
初
は
、

土
壌
の
酸
性
障
害
と
塩
害
で
米
の
収
量
は
少
な
く
、
約
５

年
間
に
わ
た
り
石
灰
を
ま
く
な
ど
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

重
ね
、
良
い
土
壌
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
高
品
質
・
高
収
量
の
大
規
模
経
営
を
実
現
。
平
成

７
年
に
は
小
松
市
認
定
農
業
者
、
石
川
県
農
業
士
に
認
定

さ
れ
、
平
成
８
年
か
ら
４
年
間
、
小
松
能
美
地
区
の
中
核

農
家
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
高
い
栽
培
技
術

に
よ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
同
業
者
の
相
談
役

と
し
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。「
省
力
は
す
る
が
省
略
は
し

な
い
」と
い
う
手
抜
き
を
許
さ
な
い
姿
勢
が
、
周
囲
か
ら
の

厚
い
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　「１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
経
営
を
行
う
こ
と
、
親
子

３
代
で
農
業
を
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」と
語
る
東
田
さ
ん
。

常
に
目
標
に
向
か
っ
て
進
み
続
け
る
姿
に
、
農
業
に
生
き

抜
く
と
い
う
強
い
意
志
が
表
れ
て
い
ま
す
。

東 田 郁 三 さん（拓栄町）
■東田農産

とう  だ　ゆうぞう

【農　　業】

【林　　業】

あり かわ こう ぞう

林
業
の
未
来
を
見
据
え
て

　有
川
さ
ん
は
林
業
を
営
む
有
川
家
の
６
代
目
と
し
て
生

ま
れ
、
林
業
経
営
を
学
び
、
昭
和
56
年
に
小
松
市
森
林
組

合（
現
在
の
か
が
森
林
組
合
）組
合
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
那
谷
工
場
を
建
設
し
、
集
団
間
伐
を
行
い
、

工
場
へ
搬
出
す
る
新
し
い
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。
平
成

18
年
に
は
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
に
就
任
。
昨
年
、

石
川
県
と
コ
マ
ツ
、
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会
の
３
者
で

「
林
業
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
し
、
チ
ッ
プ
化

さ
れ
た
未
利
用
間
伐
材
を
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
に
利
用
す
る
循
環
型
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
貢
献
。
未
利
用
間
伐
材
の
活
用
モ
デ
ル
と
し
て

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「植
え
、
育
て
、
使
う
林
業
の
循
環
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
」と
話
す
有
川
さ
ん
。
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
66
回

全
国
植
樹
祭
い
し
か
わ
２
０
１
５
で
は
、
基
本
構
想
検
討

委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
、
大
会
の
成
功
に
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。
代
々
に
わ
た
る
林
業
を
次
の
世
代
に
も
つ
な
げ

た
い
と
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
真
面
目
に
控
え
め
に
と
い

う
信
念
を
貫
き
、
林
業
の
明
日
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

小松市文化賞は、科学をはじめ芸術、産業、経済など広く
文化の発展に尽くし、活躍された人にお贈りしています。

文化賞受賞おめでとう  
ございます。

問い合わせ　広報秘書課　☎24・8000

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
小
松
式
土
器
の
時
代
Ⅱ

小
松
発

小
松
式
土
器
が
語
る
交
流
の
足
跡

　北
陸
新
幹
線
が
北
陸
と
信
州
・
関
東
を

結
び
、
人
々
の
往
来
が
ま
す
ま
す
活
発
に

な
り
ま
し
た
。
実
は
、
小
松
発
祥
と
さ
れ

る「
小
松
式
土
器
」の
研
究
か
ら
、
２
千
年

以
上
前
の
弥
生
時
代
中
期
に
も
、
こ
の
ル

ー
ト
が
文
化
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た

長野県中野市柳沢遺跡出土品

①青銅製武器の銅戈
②銅鐸　③シカが描か
れた土器（全て重要文
化財、中野市立博物館
提供）

小松市八日市地方遺跡出土品

①青銅製武器を模した木製品　②銅鐸形土製品
③シカの群れと狩人が描かれた土器（全て重要文化財）

弥
生
時
代
の「
小
松
文
化
」
　
石
川
日
出
志（
明
治
大
学
教
授
） 

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
29
日
日

と
こ
ろ

　
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ 

ひ
と
と
も
の
づ
く
り
科
学
館

　東
日
本
に
広
が
る
弥
生
文
化
の
源
流
が
八
日
市
地
方
遺
跡
を
基
点

と
す
る「
小
松
文
化
」に
あ
る
!?

　文
化
交
流
の
軌
跡
を
語
り
ま
す
。

か

と
き

　12
月
６
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ

　埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

展
示
観
覧
料

　１
０
０
円

休
館
日

　水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

「
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
弥
生
文
化
を
探
る
」

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
季
特
別
展

「
小
松
発
・
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る
」

「
小
松
発
・
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る
」

　石
川
日
出
志
氏
と
基
調
報
告
者
３
人
が
、
玉
つ
く
り
・
金
属
器
生

産
・
各
地
の
土
器
な
ど
、
多
方
面
か
ら「
小
松
文
化
」を
検
証
し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
こ

の
ル
ー
ト
が
選
ば
れ
、
移
動
し
た
も
の
と

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　平
成
19
年
２
月
、
長
野
県
中
野
市
柳
沢

遺
跡
で
、
銅
戈
と
銅
鐸
の
埋
納
跡
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
青
銅
器
埋
納

は
西
日
本
に
集
中
し
て
い
た
た
め
、
こ
の

発
見
は
驚
く
べ
き
事
件
で
し
た
。
そ
の
入

手
経
路
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
海
ル
ー
ト
に

注
目
が
向
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
小
松
発
信
の
東
へ

向
か
う
弥
生
文
化
交
流
ル
ー
ト
と
そ
の
原

動
力
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検
証
し
ま
す
。

９
時
50
分
〜
10
時
50
分

　
特
別
講
演
会

11
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
基
調
報
告（
報
告
者
３
人
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

① ②

③

① ②

③

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　☎
47
・
５
７
１
３

参加
無料

定員
150人

要申し
込み


